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慢性気道感染症 を中心 とした呼吸器感染症に対する

DL-8280の 使用経験

林 泉 ・阿部達也

いわき市立総合磐城共立病院呼吸器科

慢性気道感染症 を中心 としたRTI 19例 にDL-82801日200～400mgを7～14日 間投与 した。 臨床

分離菌14株 中13株 が除菌 した(除 菌率92.9%)。 また,臨 床効果 は著効4例,有 効14例,や や有効1

例,無 効0例 であった(有 効率94.7%)。

DL-8280は オキサジン系の合成抗菌剤であり,フ ッ素を有

することから従来の ナリジクス酸などよりスペクトラムがはる

かに広く,グ ラム陽性菌,陰 性菌,偏 性嫌気性菌 などにすぐれ

た抗菌力を示す。 またDL-8280はbacteriocidalに 作用し,

MICとMBCは ほとんど一致する1,2)。

従来この種の抗菌剤は吸収が良くなく,血 中 および 組織内移

行もあまり良くないため,RTIに は不十分とされていたが,本

剤の血中 および 組織内移行は良くなっており,気道内分布も血

中の1/2か ら2倍 位といわれる。従って 慢性気道感染症を 中心

としたRTIに も臨床効果が期待される。

そこで 我々は,慢 性気管支炎の 急性増悪10例 を含む19例 の

RTIに 本剤を投与しその薬効を検討するとともに,こ の種の抗

菌剤に見られる 中枢神経系への副作用の有無を中心に,他 の 副

作用の有無についても十分注意をはらって観察したので報告す

る。

対 象(Table 1)

22歳 から71歳 までの成人で,男 性3例,女 性16例,

計19例 である。臨床診断名は急性気管支 炎5例,慢 性

気管支炎 の急性増悪10例,肺 炎2例,急 性気管支 炎 と

化膿性扁桃腺炎合併2例 であ る。基礎疾患 を有す るもの

は10例 で,気 管支喘息3例,気 管支拡張 症3例,汎 細

気管支炎2例,肺 サル コイ ドージス1例,気 管支喘息 と

気管支拡張症お よび慢性肝 炎の合併 した も の1例 で あ

る。

投与方法,投 与量および投与期 間(Table 1)

DL-8280 100mg(3例 は50mg)を1日4回6時 間毎

に経 口投与 した。投 与期 間は7日 間10例,12日 間1例,

14日 間8例 である。

効果判定基準

起炎菌 の動向お よび臨床症状 の変化な らびに臨床検査

値 の動向を以下 の基準 にもとづ き本剤 投与前,3日 後,

7日 後,14日 後に判定 した。

著効:起 炎菌が3日 以内に消失 し,発 熱,咳,疾 など

の臨床症状 が3日 以内に著明改善 し,CRP, WBC, ESR

などの臨床検査値 が3日 以内に著明に改善 した もの

有効:起 炎菌 が7日 以内に消失 するか,著 明 に 減 少

し,臨 床症状 および臨床検査値 が7日 以内に 改 善 す る

か,14日 以内に正常 に戻 った もの

やや有効:起 炎菌 の減少が認 め られて も,14日 たって

も消失せず,14日 以内に臨床症状 の改善および臨床検査

値の正常化 の傾 向がみ られて も正常化 しない もの

無効:14日 たって も菌の減少 がみ られなか った り,菌

交代症を来た した もの,ま たは臨床症状お よび臨床 検査

値の改 善のまった く見 られない もの,あ るいは悪 化 した

もの

成 績(Table 1, Table 2)

臨床分離菌 は14株 あ り,β-StrePtococcus 3株,S. aec-

reus 2株,S. viridans 1株,H. infiuenzae 1株,H.

Parainfluenzae 1株,E. coli 2株,K. Pneumoniae 2株,

P. aeruginosa 2株 な ど とな っ て い る。 そ の う ち S.

viridansの1株 は菌量の著明減少 を示 したが消失 しなか

った。他 の13株 は消失 した(除 菌率92.9%)。

臨床効果 は著効4例,有 効14例,や や 有 効1例,無

効 な しであった(有 効率94。7%)。

副 作 用

Rashを 来た した ものが1例 あ り,7日 間の投与で中止

した。臨床検査値に異常を来 た したものはなか った。 ま

た中枢神経系 に影響 をおよぼ した と思われ るもの も1例

もなかった。

考 察

下部気道感染症には抗生剤 の血管 内投与 による治療が

多 くなされ,ナ リジクス酸 系,ペ ニシ リン系,セ ファロ

スポ リン系抗生剤 な どの経 口剤 は吸収が あま り良 くない

た め,十 分な治療成績 を得 る こ とはむ ず か しい。DL-

8280と 同系統 の薬剤 であるノル フロキサシンの場合RTI

24例 に使用 し有効率82.6%と 好 成 績 を得 た こ と もあ

り3),今回は さらに慢性気道感染症 を中心 としたRTIに
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Table 1 Clinical results of DL-8280 on respiratory tract infection

N.F. : Normal flora

DL-8280を 使用 した。

慢性 気道感染症 の治療 は抗菌剤の気道 内分布がある程

度良 くなければ効果は期待 できないため,本 剤の投与 に

よる検討 は観察 を十分に行 うよ う努 めた。

肺 は血流分布 が豊富 であ り,肺 実質への抗菌剤の移行

は血 中濃度 と同 じと考 えて よいが,気 道 内へは必 らずし

も良い とはい えない。血 中濃度 と気道内濃度 の比は,た

とえばセフェム系 では1～2%で あ り,抗 菌剤 の気道内
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Table 2 Laboratory findings in paitents before and after  administration of DL-8280

Before/

After

分布 には種類 によって差がある。 したがって慢性気道感

染症 での成績 は,肺 炎な どの肺 実質 の成績 よ り良 くない

のが普通である。

本剤100mg投 与時 の血 中濃度は最高2～3μ9/mlで

あ り,喀 疲 中最高濃度 は1～2μg/m1と の報 告があ り,

400mg単 回投与で血 中最高濃度 の1/2か ら3倍 の 喀 痰
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内濃度を示 した との報告 もある1)。

我々の慢性気道感染症を中心 としたRTIの 有効率で

94.7%を 得たこ とは,本 剤 の気道 内移行がす ぐれて いる

ことを物謡る もの と考 える。これ はマクロライ ド系 など

と同 じ性質の もの と考 えられ,こ の薬剤の気道 系にお け

る薬動力学上の性質 には興 味がある。

以上 のことか ら中等症以下の単純 なRTIに は経 口投

与 による外来治療がなされ る時代が到来 したかの感 があ

る。

この種 の抗菌剤は以前 から中枢神経 系への影響 が論 じ

られ,副 作用 には十分 注意 を要するが,我 々の経験 では

めまい,嘔 気 などを来た した ものは1例 もな く,安 全性

の面で も十分評価で きる と考 える。 しか し今後 さらに注

意 をは らう必要が ある。

広い範 囲のスペ ク トラムで,bacteriocidalな 作用が強

いため,長 期間投与で腸 内細菌群への影響 も心配 される

が,7日 間投与10例,12日 間投与1例,14日 間投与8

例 でみ る限 り下痢 などの症状 も出現せず,全 身 にお よぼ

す影響 は少ない とみ られ るが,こ の点について もさらに

観 察が必要であろ う。

糖 語

慢性 気道 感 染症 を中心 としたRTI19例 にDL-8280

を1回50～100mg,1日4回 経 口投 与を行 い著効4例

有効14例,や や有 効1例,無 効0例(有 効 率94、7%)

と好成績 を得たゆ

副作用 として盈篤 な ものはな く,1例 にra山 を来たし

7日 間の投与で中止 したが,中 枢 神経 への影響 を来たし

た もの もな く,腸 内細 菌群へ影響 を来た した と思われる

ものもな く,安 全性 は高い と思 われ る。

以上か らDL-8280は 中簿症 以下の肺 炎・慢性気道感

染症 を含 む気道感染症に対 し外来で治療 し得る抗菌剤で

ある と考 えられ る。
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CLINICAL STUDIES ON DL-8280 IN CHRONIC

RESPIRATORY TRACT INFECTIONS

IZUMI HAYASHI and TATSUYA ABE

Division of Respiratory Disease, Iwaki Kyoritsu General Hospital

Clinical efficacy and safety of DL-8280, a new antimicrobial agent, studied in 19 patients
with mainly respiratory tract infection.

The drug was administered at a daily dose of 200-400 mg orally for seven to 14 days.
Clinical responses were excellent in four cases, good in 14 cases and fair in one case,

showing an efficacy rate of 94.7%.
Eradication of bacteria was noted in 13 of 14 strains (92.9%).
Rash was seen in one case.


